
競 技 注 意 事 項 
 

春日井スプリントゲームズ in AICHI 

１ 競技規則について 

  本大会は、２０２５年ＷＡ規則・競技会における広告及び展示物に関する規程を適用し、（公財）日本陸上競 

技連盟競技規則並びに本大会の申し合わせ事項によって行われる。 

 

２ 競技場の使用について 

（１）競技場への入退場は競技場南東ゲート（バックストレート側）から行うこと。選手以外はグラウンド内に入らな 

いこと。 

（２）競技場での練習は、バックストレートもホームストレートと同じ向きとする。チューブや牽引ロープなどを使っ 

た練習及びホームストレートでの逆走は危険防止のため禁止する。 

（３）走路の使用方法は状況により変更する場合がある。競技役員の指示に従うこと。 

（４）更衣は、スタンド下にある更衣室を利用する。ただし、更衣のみに使用し、控え場所としては使用しないこと。 

（５）救護本部はスタンド１階医務室に設置する。 

 

３ ウォーミングアップ場について 

（１） ウォーミングアップ場として、多目的広場（人工芝）を使用できる。ただし、スパイクの使用はできない。 

（２） 最初の競技開始３０分前まで、準備に支障がない範囲で陸上競技場内をウォーミングアップで使用できる。 

また、競技中も競技の進行に支障がない範囲で競技場内を使用できる。競技役員の指示に従うこと。 

（３） 公園利用者の妨げになるので、多目的広場と競技場内以外のウォーミングアップを禁止する。 

 

４ 競技者の招集について 

（１）招集完了時刻は競技開始時刻を基準とし、下記のとおりとする。 

 招集開始時刻 招集完了時刻 

トラック競技 ３０分前 ２０分前 

（２）招集の手順について 

①競技者は招集完了時刻までに招集所に集合し、点呼を受けること。その際、競技役員にアスリートビブス 

の確認を受ける。（携帯電話や通信機器及び音楽再生機器等は持ち込めない） 

②招集完了時刻に遅れた競技者は、当該競技種目を棄権したものとして処理する。 

 

５ アスリートビブス（ビブス）について 

（１）SG（スプリントゲームズ）の部に出場する選手には、受付時に別ビブスを配付する。配付されたままの大きさ 

でユニフォームの胸・背部に確実につけること。 

（２）SG（スプリントゲームズ）の部に出場する選手以外は、各県登録のアスリートビブス（ビブス）を使用すること。 

（３）腰ナンバー標識は逆走を実施する場合も使用しない。 

 

６ 競技運営について 

（１）コンディションにより逆走で実施する場合がある。実施する場合は、関係役員で協議し、アナウンスで発表す 

る。逆走の場合は、進行方向に向かって左側から 1 レーンとする。 

（２）各部門で上位８位がＡ決勝、下位９～１６位でＢ決勝を行う。欠場者が出た場合もＡ・Ｂ組間で出場者の入れ 

替えは行わない。 

（３）予選におけるレーンは、主催者が公平に抽選し、プログラム記載の左側の番号で表す。決勝も、主催者が 

公平に抽選し、決定する。 

（４）棄権があった場合は、そのレーンは空ける。 

（５）タイムによる決勝進出者の決定について、同記録（１０００分の１）があり、レーン数が不足するときは、 

抽選（競技規則ＴＲ21）を行う。該当者は、抽選を連絡するアナウンスから１０分以内に本部へ集合する。 

（６）事故防止のため、フィニッシュ後も安全確保のために、自分に割り当てられたレーン（曲走路）を走り、減速 

し止まること。 



（７）スタートに関するルールは、 TR16 を適用する。ただし、小学生は「友の会ルール」を適用する。 

（８）スタートの合図は英語とする。（「Ｏｎ Ｙｏｕｒ Ｍａｒｋｓ」「Ｓｅｔ」） 

（９）スパイクピンの長さは９mm以内。使用するシューズについては、競技規則 TR5.2を適用する。 

 

７ 表彰について 

（１）各部門のＡ決勝出場者の第１位から第８位までに賞状を授与する。 

（２）賞状は正面スタンド前で配付する。表彰は行わない。 

 

８ その他 

（１）記録の発表は、アナウンス及び速報サイトで行う。 

（２）テント及びシートの設置は指定された区域のみとする。シート固定のテープは養生テープのみとする。競技

場スタンド内でのテント設置は禁止する。 

（３）スタンド内のスパイク通行は禁止する。 

（４）清掃・ゴミ処理は、各学校、各自で責任をもって行い、環境美化に努める。 

（５）本人および保護者の同意がない写真・動画の撮影は禁止する。 

 

９ 競技会における広告および展示物規程について 

競技場内で着用できる衣類等に掲出できる製造会社名 /ロゴ、スポンサー名/ロゴの大きさ、数については

〔国際〕と〔国内〕で掲出できる数とサイズが異なるため、WRｋ対象の一般・高校の部に出場する選手は事前に

確認し準備しておくこと。競技役員に指摘された場合はその指示に従うこと。 

 


